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紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



死ぬ る 日 を 罪む くいな ど 言 ふ き はの 涙 

に 似ざる 火の しづくお つ (晶子) 

うえもん のかみ 

右衛門 督の 病気 は 快方に 向く ことなしに 春が 来た。 

父の 大臣と 母 夫人の 悲しむ の を 見て は、 死 を 願う こと 

は 重罪に あたる ことで あると 一 方で は 思いながら も、 

自分 は 決して 惜しい 身で もない、 子供の 時から 持って 

いた 人に 違った 自尊心 も、 ある 一 つ 二つの 場合に 得た 

えんせい 

失望 感 から ゆがめられて 以来 は 厭世的な 思想に な つ て、 

なげ 

出家 を 志して いた にもかかわらず、 親た ちの 歎き を 顧 



しく 苦しい ことと 深く 思つ ておいで になる からで ある- 

すず リ 

小 侍従 は それでも 硯 など を 持って来て 責めた てるの 

で、 しぶしぶ お書きに なった 宫 のお 手紙 を 持って、 

宵闇に 紛れて そつ と 小 侍従 は 衛門督 の 所 へ 行った。 

やまと かつらぎ じょうず 

大臣 は 大和の 葛 城 山から 呼んだ 上手な 評判の ある 修 

かみ かじ きとう 

験 者に この 晚は督 の 加持 を させようと していた。 祈禱 

どきょう 

や 読経の 声 も 騒がしく 病室 へ はいつ て 来た。 人が 勧め 

る ままに、 世の中へ 出る こと をし ない 高僧な どで、 世 

間から もまた あま リ 知られて いないよ うな 人 も、 遠い 

むすこ 

土地へ 息子た ち を 派遣な どして 呼び迎えて 衛門督 の 病 

気に 効験の 現われる こと を 期して いる 大臣で あるから 



煙 くらべ に 

私 はもう 長く 生きて はいないでしょう。 

内容 はこん なのであった。 衛門 督は宫 のお 手紙 を 非 

常に ありがたく 思った。 

「 ， J のお 言葉 だけが ， J の 世に い るう ち の もつ とも うれ 

しい ことになるだろう。 はかない 私 だね」 

いっそう 強く 督は 泣き 入って、 また こちら からのお 

返事 を、 横にな りながら 休み休み 書いた。 鳥の 足跡の 

ような 字が できる。 



貴な 方の 母になる かもしれ ぬ 女性 は 生まれが 確かで な 

ければ ならぬ 点から 言えば、 これが かえ つ てよ いか も 

しれぬ とまた お思い返し になった。 忘れる こと もない 

自分の 罪の これが 報いであろう、 この 世で こうした 思 

いがけ ぬ 罰に あってお けば、 後世で 受ける 咎は 少し 軽 

くなる かもしれ ぬな どと お考えに なった。 

宮の 秘密 はだれ 一 人知らぬ ことであった から、 尊貴 

な 内親王 を 母に して 最後に お設けに なった 若君 を、 院 

は どんなにお 愛しになる だろうと いう 想像 をして、 

家，. 司た ちは大 がかり な 仕度 を 御 出産祝い にした。 六条 

院の各 夫人から 産室への 見舞い品、 祝 品 はさま ざまに 



ばされ たのが ことに 感じよ くお 美しい の を、 院は うら 

やましく 拝見され て、 例の ようにまず 落涙 を あそばさ 

れた。 

「御 容体 は 何とい う 名の ある 病気で はな いので ござい 

ますが、 今まで 衰弱が はなはだ しゅう ございま したと 

ころへ、 お 食慾の な い ， J とが 重態に 導い たので ござい 

ます」 

などと 六条院 はお 話しに な つ て、 

「失礼な 場所で ございま すが」 

やす 

と、 宫の お寝み になった 帳 台の 前へ お敷き 物の 座 を 

作って 法皇 を 御 案内され た。 宫を 女房た ちがいろ いろ 



してく ださい ませ」 

こうお 言いになる のであった。 

「その 志 は 結構 だが、 命 は 予測す る こと を 許されない 

もの だから、 あなたの ような 若い 人 は 今後 長く 生きて 

いるう ちに、 迷いが 起こって、 世間の 人に 譏られる よ 

うな ことになら ぬと は 限らない。 慎重に 考えて からの 

, J とに して は」 

などと 法皇 はお 言いに なって、 六条院 に、 

「 こう 進んで 言います が、 すで に 危篤な 場合と すれば、 

しばらく も その 志 を 実現させる ことによって 仏の 

みょうじよ 

冥 助 を 得させた いと 私 は 思う」 



役人た ち を 御寺へ お見送りに お出しになる のであった。 

「もう 今日 か 明日 かに 終わる ように 自分の 命の 危険 さ 

が 思われた 際に、 あとに 残して 保護者 もな く 寂しく こ 

あ つ 

の 世 を 渡らせる ことが 憐れまれて ならぬ 時に、 御 本意 

ではなかった でしよう が、 あなたへ お託し させて いた 

だいて、 今まで は 安心して いたので すが、 万一 かれの 

命の 助かる ことがあり ますれば、 もう 普通の 人で はな 

くな りました 者が、 人出 入りの 多い 宮殿に います こと 

は 似合わしく 思われません し、 郊外の 寂しい 所へ 住ま 

せる の もさす がにまた 心細く 思う ことでしょう から、 

その 点 を あなたが お考えく だすつ て CE 居 を 移させる こ 



思 つ て、 

「どんな 無理 をして でも 一 条の宫 へもう 一 度 行って み 

たいので す」 

と 言い 続ける ので あるが、 両親 は 許さなかった。 衛 

門督 はだれ にも 自分の 死後 はこの 宮を御 保護 申す よう 

にと いう こと を 頼んで いた。 もともと 宫の 母君の 

みやす どころ 

御 息 所 はこの 結婚に 不賛成であった のが、 衛門督 の 父 

の 大臣の 熱心な 懇望が 法皇 を 動かした てまつつ て、 お 

にほん 

許しになる ことにな つた ものであって、 六 条院の 二 品 

みや うわさ 

の宫の 御幸 福の かんばしくない 噂な どが お 耳に は 

、， 'つたころ に は、 



れも 心細 がらぬ 者はなくて、 家の 使用人な ども 皆 悲し 

んで いるので ある。 朝廷で も 非常にお 惜しみに なって、 

いよいよ 危篤と いう ことが 天聴に 達する と、 にわかに 

権 大納言に 昇任お させに なった。 この 感激に よって 元 

みかど 

気が 出ても う 一 度 だけ は 参内 をす るかと 帝 は 期して 

おいでにな つたので あるが、 それ をす る ことが もう 衛 

門督に はでき なかった。 ただ 病苦の 中で 拝 任の 表 だけ 

を 草して 奉った。 大臣 はこの 朝恩の 厚さ を 見ても さら 

に 惜しく 悲しく わが 子が 思われる のであった。 左 大将 

は 常に 親友の 病 をい たんで 見舞い を 書き送って いるの 

まつ さキ J 

であるが、 昇任の 祝い を 述べに 真 先に 大臣 家 を 訪問し 



ると、 小賢しく 私が 時々 忠告ら しい こと をし ますと、 

あ P れ 

あの人 は 私を憐 むような 表情で 見て いました。 何よ 

り も 宮様のお 悲しみに な つて いらつ しゃいます 御 様子 

を 伺いまして、 もったいない ことです が、 おいた わし 

く 存じ 上げます」 

などと なつかし いふうに 話して、 しばらくして 大将 

えもん のかみ 

は 去って 行こうと した。 衛門督 はこの 人より 五つ 六つ 

の 年長で あつたが、 彼 はき わめて 若々 しく 見えて、 女 

性的な 柔らか さの 見える 人で あつたが、 これ は 重々 し 

く 端正で、 しかも 顔 だけ はあくまで も 美しい の を、 若 

女房な ど は 悲し さも 少し 紛れた ように 興奮して、 帰つ 



ん」 

たんそく にぴ 

大臣 は 空間に 向いて 歎息 をした。 夕方の 雲が 鈍色に 

かすんで、 桜の 散った あとの 梢に もこの 時 はじめて 

大臣 は 気づ いたくら いで ある。 

御 息 所の 歌の 紙へ、 

ぬ さかし かすみ 

この もとの 雪に 濡れつ つ 逆 まに 霞 の 衣 着た る 春 

ゝ ale, 

力る 

と 書いた。 大将 も、 



が、 大将 自身 も 真心の こもった ささげ 物 をした し、 

ずきょう 

誦経の 寄付な どに も 並み並みならぬ 友情 を 示した。 

左 大将 は 一 条の宫 へ 始終 見舞い を 言い送つ ていた。 

四月の 初夏の 空 は どことなく さわやかで、 あらゆる 木 

立ちが 一色の 緑 をつ くって いるの も、 寂しい 家で はす 

おん ぼし 

ベて 心細い ことに 見られて、 宫の御 母子が 悲しい 退屈 

を 覚えて おいでになる ころに また 左 大将が 来訪した。 

植え込みの 草な どもす でに 青く 伸びて、 敷き 砂の 間々 

よちぎ 

に は 強い 蓬が 広がり かえっていた。 林 泉に 対する 趣 

味 を 大納言 は 持って いて、 美しく させて いた もので あ 

力， < ぼく 

るが、 そうした 植え込みの 灌木 類 や 花 草の 類 もが さ つ 



とがわ かると 思います が」 

うわさ 

などと 大将 は 慰めて いた。 この 宫は 以前 噂に 聞い 

ていたよりも 優美な 女性ら しいが、 お気の毒 にも 良人 

にお 別れに なった 悲しみの ほかに、 世間から 不幸な 人 

あ o 

におな リ になった こと を 憐れまれ るの を 苦しく 思って 

おいでになる ので あろうと 思う 同情の 念が い つか その 

方 を 恋しく 思う 心に 変わ つ て ゆく の をみ ずから 認める 

ようにな つ た 大将 は 熱心に 宫の御 近状な ど を 御 息 所に 

さ りよ う 

尋ねて いた。 御 容貌 はそう よく はお ありで ならないで 

あろうが、 醜くて 気の毒な 気持ちの する 程度で さえな 

ければ、 外見 だけの ことで その 人が いやになる ような 
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